
東
京
会
場(

全
国
農
業
会
議
所)

の
講
師
と
向
日
市･

大
山
崎
町

の
各
会
場
を
結
び

ス
ム
ー
ズ

に
合
同
研
修
会
を
運
営
し
た


地
制
度
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑

化
法
を
活
用
し
た
「
農
家
の
相

続
対
策
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん

延
防
止
の
た
め
、
乙
訓
農
業
委

員
会
協
議
会
で
は
、
初
め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会
を
企
画
。

協
議
会
事
務
局
の
長
岡
京
市
が

乙
訓
地
域
（
向
日
市
・
長
岡

京
市
・
大
山
崎
町
）
の
農
業
委

員
会
が
、
３
月
７
日
と
８
日
、

「
都
市
農
地
制
度
・
税
制
と
農

家
の
相
続
対
策
」
を
テ
ー
マ
に

合
同
研
修
会
を
開
催
。
農
家
相

談
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、
相

続
税
納
税
猶
予
や
特
定
生
産
緑

入
路
が
な
い
」
「
狭
小
な
法

面
」
「
山
す
そ
の
岩
場
」
な

ど
、
農
地
と
し
て
利
用
の
継
続

が
見
込
め
な
い
土
地
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

京
丹
波
町
で
は
、
農
地
台
帳

全
筆
（
３
万
１
８
５
２
筆
）
を

調
査
し
、
５
９
９
０
筆
を
非
農

地
と
判
断
。
前
回
調
査
で
判
断

を
保
留
し
て
い
た
土
地
も
含
め

て
、
昨
年
12
月
、
７
４
４
８
筆

（
２
１
９
㌶
）
を
非
農
地
と
判

断
し
た
。

動
画
を
作
成
し
た
職
員
研
究

会
の
永
武
会
長
は
、｢

人･

農
地

プ
ラ
ン
（
京
力
農
場
プ
ラ
ン
）

の
推
進
や
〝
守
る
べ
き
農
地
〟

の
確
定
に
不
可
欠
な
非
農
地
判

断
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話

し
て
い
る
。

京
都
府
農
業
委
員
会
等
職
員

研
究
会
の
永
武
幸
子
会
長
（
京

丹
波
町
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
が
、
動
画
「
農
地
利
用
状

況
調
査
～
実
例
に
よ
る
非
農
地

判
断
の
ポ
イ
ン
ト
～
」
を
作
成

し
、
全
国
農
業
委
員
会
職
員
協

議
会
を
通
じ
て
全
国
１
７
０
２

市
町
村
農
業
委
員
会
に
配
信
。

府
内
外
の
事
務
局
職
員
が
早
速

視
聴
し
、
「
写
真
で
非
農
地
と

判
断
す
る
基
準
が
わ
か
り
や
す

い
」
「
今
年
の
利
用
状
況
調
査

の
説
明
で
使
い
た
い
」
と
感
想

を
寄
せ
て
い
る
。

実
例
に
よ
る
非
農
地
判
断
の

ポ
イ
ン
ト
で
は
、
京
丹
波
町
農

業
委
員
会
の
委
員
が
撮
影
し
た

写
真
を
使
用
。
「
す
で
に
山
林

化
し
て
い
る
」
「
獣
害
柵
の
外

側
に
位
置
す
る
」
「
水
利
や
進

第
、
非
農
地
判
断
を
行
う
予
定

だ
。（

福
知
山
市
農
業
委
員
会
）

現
在
、
非
農
地
判
断
の
候
補

地
に
つ
い
て
最
終
確
認
を
行
っ

て
お
り
、
作
業
が
終
わ
り
次

福
知
山
市
農
業
委
員
会
は
、

中
六
人
部
地
域
を
モ
デ
ル
地
区

に
選
定
し
、
農
地
利
用
状
況
調

査
に
あ
わ
せ
て
「
非
農
地
判

断
」
を
推
進
。
既
に
森
林
原
野

化
し
て
い
る
な
ど
「
農
地
と
し

て
再
生
利
用
が
困
難
な
土
地
」

を
区
分
し
、
「
守
る
べ
き
農
地

（
圃
場
整
備
田
、
農
地
と
し
て

利
用
可
能
な
土
地
）
」
の
明
確

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３
月
７
日
の
総
会
で
は
、
藤

田
重
行
会
長
（
中
六
人
部
の
担

当
農
業
委
員
）
が
進
捗
状
況
を

報
告
。
「
関
係
者
と
連
携
し
て

利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
守
る

べ
き
農
地
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
、
地
域
で
将
来
の
土
地

利
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

実
態
を
踏
ま
え
て
支
援
組
織
が

提
案
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

人･

農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化

に
伴
い
、
今
後
増
加
が
予
想
さ

れ
る
話
し
合
い
組
織
に
対
し
、

ど
こ
ま
で
取
り
組
み
を
提
案

し
、
伴
走
で
き
る
か
、
支
援
機

関
の
体
制
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

地
域
、
南
丹
市
の
鶴
ヶ
岡
地
域

な
ど
で
も
広
域
で
の
話
し
合
い

が
進
み
始
め
て
い
る
。

京
都
府
農
業
会
議
担
い
手
創

生
委
員
会
の
座
長
で
龍
谷
大
学

農
学
部
の
香
川
文
庸
教
授
は
、

「
地
域
は
危
機
感
を
共
有
し
、

解
決
す
べ
き
課
題
を
明
確
に
す

れ
ば
よ
い
。
具
体
的
な
取
り
組

み
の
内
容
や
方
法
は
、
地
域
の

組
合
長
、
大
規
模
農
家
ら
で
話

し
合
い
組
織
「
新
営
農
組
織
設

立
準
備
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

た
。
将
来
１
０
０
㌶
農
場
の
中

核
を
担
う
株
式
会
社
の
設
立
に

加
え
、
現
在
活
動
中
の
農
作
業

受
託
組
合
や
兼
業
農
家
も
担
い

手
と
し
て
位
置
づ
け
、
当
面
は

法
人
と
個
人
農
家
が
併
存
す
る

形
で
、
〝
ま
る
っ
と
中
間
管
理

方
式
〟
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

め
た
。
全
農
地
を
ま
と
め
て
一

般
社
団
法
人
に
委
ね
、
一
般
社

団
法
人
か
ら
耕
作
希
望
者
に
農

地
を
再
配
分
す
る
仕
組
み
で
、

土
地
持
ち
非
農
家
を
含
め
た
全

地
主
の
協
力
が
不
可
欠
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
14
回
に
わ
た
る

話
し
合
い
を
重
ね
、
集
落
説
明

会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
ま
で
議

論
が
進
ん
で
い
る
。

福
知
山
市
中
六
人
部
地
域

（
９
集
落
）
で
は
、
地
域
づ
く

り
組
織
の
代
表
（
農
業
委
員
）

が
多
面
的
機
能
支
払
活
動
組
織

な
ど
に
呼
び
か
け
、
地
域
農
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
始

ま
っ
た
。

伊
根
町
で
は
町
全
域
を
範
囲

に
し
た
話
し
合
い
組
織
「
Ａ
－

Ｈ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」
が
立
ち
上
が

っ
た
。
京
丹
後
市
の
海
部
南
部

京
都
府
農
業
会
議
が
提
案

し
、
２
０
２
１
年
度
（
令
和

３
）
か
ら
京
都
府
が
予
算
化
し

た
「
集
落
連
携
１
０
０
㌶
農
場

づ
く
り
」
は
、
丹
後
地
域
の
２

地
区
が
す
で
に
事
業
を
開
始

し
、

年
度
の
事
業
開
始
に
向

け
、
話
し
合
い
を
重
ね
る
地
区

も
増
え
て
い
る
。

「
集
落
連
携
１
０
０
㌶
農
場

づ
く
り
」
は
、
営
農
の
担
い

手
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
減
少
す

る
中
、
集
落
を
越
え
て
広
域
的

に
連
携
す
る
こ
と
で
、
人
材
や

予
算
を
確
保
し
、
全
戸
参
加
の

組
織
（
一
般
社
団
法
人
）
が
耕

作
者
を
応
援
す
る
と
い
う
発
想

か
ら
誕
生
し
た
。
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
営
農
が
困
難
に
な
っ
た

農
家
の
水
田
を
請
け
負
う
従
来

型
の
集
落
営
農
と
は
本
質
的
に

異
な
る
。

地
域
の
農
地
条
件
や
担
い
手

の
状
況
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
よ
り
、
農
場
の
ス
タ
イ
ル
は

多
様
だ
が
、
共
通
す
る
の
は
地

域
で
の
話
し
合
い
が
入
り
口
と

な
る
こ
と
だ
。

亀
岡
市
馬
路
町
（
６
集
落
）

で
は
、
一
昨
年
、
自
治
会
の
呼

び
か
け
で
、
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
家

っ
て
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連

携
を
推
進
し
、
生
産
者
の
所
得

拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
同
組

合
で
は
２
年
前
か
ら
新
商
品
の

開
発
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
昨
年
11

月
に
第
１
弾
の
抹
茶
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
「
一
匙
（
ひ
と
さ
じ
）

の
極
み
」
が
完
成
。
１
個
千
円

で
発
売
し
、
「
最
高
級
抹
茶
の

魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た

味
わ
い
」
で
反
響
を
呼
ん
だ
。

シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
の
今
回

は
、
「
最
高
級
抹
茶
の
う
ま

味
、
味
わ
い
、
香
り
を
最
大
限

に
引
き
出
し
た
魅
惑
の
抹
茶
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
」
と
し
て
商
品

化
。
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

と
抹
茶
の
相
性
が
抜
群
で
、
贈

答
用
に
も
適
し
た
逸
品
に
仕
上

げ
た
。

同
組
合
の
北
澤
喜
則
組
合
長

（
49
）
は
「
茶
農
家
が
認
め
る

城
陽
の
名
産
品
と
し
て
定
着
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い

る
。

城
陽
市
の
茶
農
家
が
生
産
す

る
碾
茶
は
、
全
国
茶
品
評
会
で

一
等
一
席
の
最
高
位
に
輝
く
こ

と
も
度
々
で
、
一
席
か
ら
三
席

ま
で
城
陽
市
の
茶
農
家
が
独
占

す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
最
高
級
の
抹
茶
を
使

城
陽
市
茶
生
産
組
合
で
は


城
陽
産
の
最
高
級
抹
茶
を
使
っ

た
名
産
品
づ
く
り
に
取
り
組

み

抹
茶
チ
ョ
コ｢

一
粒(

い
ち

り
ゅ
う)

の
極
み｣

が
完
成

２

月
か
ら
１
箱(

４
個
入
り)

２
千

円
で
販
売
を
開
始
し
た


ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

｢
女
性
委
員
の
会｣

は
、
今

月
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
集
め
ま
し

た
。
私
の
場
合
は
、
廃
棄
す
る

野
菜
を
減
ら
す
た
め
、
干
し
て

料
理
に
使
う
ほ
か
、
漬
物
に
し

て
い
ま
す
が
、
他
の
会
員
の
優

れ
た
取
り
組
み
に
も
学
び
、
周

囲
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

委
員
と
し
て
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

（
久
御
山
町
農
業
委
員
会
・

中
村
日
出
美
委
員
）

り
、
と
て
も
頼
も
し
い
と
思
う

一
方
で
、
も
っ
と
女
性
が
家
の

外
で
活
躍
で
き
る
場
を
増
や

し
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

｢

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委

員･

推
進
委
員
の
会
」
で
知

り
合
っ
た
近
隣
の
女
性
委
員

と
一
緒
に
マ
ル
シ
ェ
に
参
加

し
、
女
性
が
気
軽
に
参
加
し

て
活
躍
で
き
る
場
所
や
イ
ベ

久
御
山
町
内
の
農
業
法
人
や

新
規
就
農
者
に
は
活
気
が
あ

女
性
の
活
躍
を
応
援


一粒の極み（上）と北澤組合

長（左）

非
農
地
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
例
で
解
説


職
員
研
究
会
研
修
動
画
を
作
成

広
が
る
話
し
合
い
活
動

試
さ
れ
る
支
援
機
関
の
提
案
力

Ｊ
Ｒ
山
陰
線
と
町
道
に
挟
ま
れ
た
法
面
の
非
農

地
判
断
（
研
修
動
画
よ
り
）

動
画
を
収
録
す
る
永
武
会
長

（
３
月
８
日
）

次世代型集落営農

集落連携100㌶農場づくりへ

最
高
級
の
抹
茶
チ
ョ
コ

｢

一
粒
の
極
み｣

発
売

城
陽
市
茶
生
産
組
合

モデル地区で非農地判断

｢守るべき農地｣を明確化

福知山市･中六人部地域

乙
訓
農
委
協
議
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で｢

合
同
研
修
会｣

都
市
農
地
制
度･

税
制
と｢

相
続
対
策｣

学
ぶ

都
市
農
地
制
度･

税
制
と｢

相
続
対
策｣

学
ぶ

都
市
農
地
制
度･

税
制
と｢

相
続
対
策｣

学
ぶ

向日市の研修参加者（３月７日）

京都 ８年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


